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第二回
臨時市議会

議
長

　
第
二
回
臨
時
市
議
会
は
、
去
月
十

九
日
開
か
れ
、
正
副
議
長
の
改
選
が

行
な
わ
れ
た
結
果
、
議
長
に
島
田
圃

治
氏
（
玉
o
）
“
市
内
川
治
中
町
、
織
物

製
造
業
“
、
副
議
長
は
、
山
田
正
邦

氏
倹
o
）
“
市
内
山
際
、
農
業
”
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
の
議
会
で
市

税
条
例
．
国
保
条
例
、
都
而
計
画
条

例
の
一
部
改
正
条
例
制
定
は
、
い
す

れ
も
総
務
財
政
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
ほ
か
三
月
の
定
例
議
会
で
同
委
員

会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
議
員
及
び
特

別
職
の
、
報
酬
改
定
は
、
原
案
可
決

さ
れ
ま
し
に
。

　
ま
た
監
査
委
員
に
近
藤
雄
四
郎
氏

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
の
関
係

委
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

議
長

副
議
長

総
務
財
政
委
員

委
員
長

副
委
員
長

島
田
直
治

山
田
正
邦

越
村
勝
治

福
崎
正
平

島
田
直
治

山
田
正
邦

」
㌧

‘

文
教
厚
生
委
員

委
員
長

副
委
員
長

一羅
奮

　
委
員
長

　
副
委
員
長

島
田
直
治
氏

経
済
委
員

委
員
長

副
委
員
長

島
田
直
治
氏

副
議
長
に
山
田
正
邦
氏

石
坂
正
隆

植
木
正
太
郎

島
田
義
宜

山
田
　
桂

久
保
田
鶴
一

矢
口
重
雄

金
沢
太
郎
吉

樋
熊
清
一

金
子
幸
造

大
島
昭
三

玉
田
慶
松

中
町
思
雄

樋
口
政
太
郎

佐
藤
刹
雄

涌
井
経
和

庭
野
六
郎

須
藤
誠
也

阿丸庭池
部山野田
周尚金広
作政作吉

山
田
正
邦
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
宗
平

　
　
　
　
　
　
　
　
庭
野
吉
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
桂
作

都
市
計
画
審
議
会
委
員
（
五
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
直
治

　
　
　
　
　
　
　
　
庭
野
金
作

　
　
　
　
　
　
　
　
植
木
正
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
政
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
出
慶
松

十
日
町
市
川
西
町
伝
染
病
舎
組
合
議

会
議
員
（
五
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
周
作

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
熊
清
一

　
　
　
　
　
　
　
　
庭
野
吉
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
金
沢
太
郎
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
桂
作

甲
消
防
奮
（
七
人
）

涌山須佐庭
井田藤藤野

監
査
委
員

議
員

学
識
経
験

高
橋

桂
作
一
村
山
震
に
よ
．
て
行
な
わ
れ
ま
し

　
　
た
。

福
崎
正
平

近
藤
雄
四
郎

丸
山
尚
政

　
　
　
　
諸
車
交
通
止
め

　
　
　
市
内
魚
之
田
川
地
内
、
国
道
二
五

六
郎
二
号
線
が
復
旧
工
事
の
た
め
、
六
月

経　　　蕪
霧
鎌
轍

来
月
中
旬
に
施
設
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
で
見
る
市
政

　
市
で
は
、
は
じ
め
て
の
施
設
め
6
、

り
を
七
月
十
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　
今
回
の
見
学
対
象
は
、
市
内
各
地

区
婦
人
会
役
員
で
、
施
設
や
事
業
の

現
況
を
パ
ス
で
ご
案
内
し
、
税
金
の

ゆ
く
え
や
、
市
政
に
つ
い
て
の
ご
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
日
程
な
ら
び
に
見
学
す
る

30

日
か
ら
移
動
市
役
所

　
住
民
か
ら
而
政
へ
の
声
を
聞
く
つ

ど
い
と
し
て
、
市
で
は
つ
ぎ
に
よ
り

移
動
市
役
所
を
開
催
し
ま
す
。

日
程

　
六
月
三
十
日
5
七
月
五
日
ま
で

い
す
れ
も
午
後
二
時
か
ら

　
実
施
地
区
（
ガ
ッ
コ
内
は
会
場
）

六
月
三
十
日
　
下
条
地
区
（
出
張
所
）

七
月
一
日
　
中
条
地
区
（
飛
渡
第
一

七
月
三
日

七
月
四
日

七
月
七
臼

出
席
者

小
学
校
）

六
箇
地
区
（
六
箇
小
学

校
）

水
沢
地
区
（
出
張
所
）

吉
田
地
区
（
出
張
所
）

市
側
”
而
長
、
助
役
、
収
入
役
、
各

課
長
、
各
地
区
民
。

ひ
き
に
げ
（
あ
て
に
げ
）
事
故
の

検
挙
忙
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
ひ
き
に
げ
串
故
を
目
撃
さ

れ
た
ら
、
つ
き
の
順
序
で
す
ぐ
通
報

し
て
く
だ
さ
い
．

1
．
車
の
型

　
ト
ラ
ッ
ク
か
、
乗
用
軍
か
、
ラ
イ

ト
パ
ン
か
。

2
、
皐
の
色

　
単
に
青
色
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

「
ビ
書
ス
（
煙
草
）
の
箱
の
色
と
同

じ
濃
い
藍
色
」
の
よ
う
に
比
較
さ
れ

る
色
で
、
で
き
る
だ
け
正
確
に
。

3
、
ナ
ン
パ
ー

①
全
部
覚
え
て
い
た
だ
く
の
に
越
し

　
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
す

　
四
つ
の
数
字
の
う
ち
最
初
の
二
つ

　
を
覚
え
て
く
だ
さ
い
．
そ
う
す
れ

　
ぱ
、
何
＋
万
台
と
い
う
電
を
数
百

　
台
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

②
次
に
新
潟
ナ
ン
バ
ー
か
ど
う
か
を

ひ
き
に
げ
交
通
事
故
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
醐
0
番
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ン
パ
ー
を
覚
え
る
コ
ツ

　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
さ
い
．

見
て
く
だ
さ
い
　
た
と
え
ぱ
、
赤

い
乗
用
車
で
ナ
ン
バ
ー
が
「
新
ち

あ
一
二
～
三
四
」
と
い
う
車
な
ら

「
赤
い
乗
用
車
で
新
潟
ナ
ン
バ
ー

最
初
の
番
号
は
コ
一
で
す
。
」
と

通
報
し
て
く
だ
さ
れ
ぱ
、
十
分
犯

　
人
の
車
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

③
ま
た
、
ダ
ン
プ
カ
ー
の
背
番
号

　
（
土
砂
等
運
搬
大
型
自
動
車
の
表

　
示
番
号
）
に
つ
い
て
も
、
ナ
ン
バ

　
ー
と
同
じ
要
領
で
通
報
し
て
く
だ

④
事
故
を
目
撃
さ
れ
た
方
は
、
被
害

　
者
の
救
護
等
の
た
め
、
せ
っ
か
く

　
覚
え
た
ナ
ン
バ
ー
を
忘
れ
た
り
、

　
覚
え
違
い
を
す
る
例
が
た
ま
に
あ

　
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
、
ナ

ン
パ
ー
は
す
ぐ
メ
モ
し
て
く
だ
さ

い
。

4
、
積
荷
の
状
熊
等

積
荷
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
乗
っ
て

自動車のナンバー

県の頭文字
車の種類

　　新　4

た78－49
車の使用目的

登録番号

い
た
人
は
ど
う
だ
っ
た
か
も
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
十
日
町
警
祭
署
）

主
な
施
設
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
【
日
程
】

▽
七
月
十
日
、
十
一
日
H
十
日
町
地

区
婦
八
会

▽
七
月
十
四
日
“
川
治
、
六
箇
地
区

婦
人
会

▽
七
月
十
五
日
“
中
条
地
区
婦
人
会

▽
七
月
十
六
日
“
下
条
地
区
婦
人
会

▽
七
月
十
七
日
“
吉
田
地
区
婦
人
会

▽
七
月
十
八
日
興
水
沢
地
区
婦
人
会

　
【
見
学
す
る
施
設
】

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
農
業
構
造

改
善
事
業
（
吉
田
小
泉
圃
場
整
備
、

水
沢
細
尾
ホ
ッ
ブ
園
）
、
衛
生
セ
ン

タ
ー
、
八
箇
ト
ン
ネ
ル
、
川
治
南
中

学
校
寄
宿
舎
、
市
役
所
。

市
長
が
庭
野

　
　
日
敬
氏
に

　
　
　
　
紺
綬
褒
章
を
伝
達

　
十
日
町
市
菅
沼
出
身
、
立
正
佼
正

会
々
長
、
庭
野
日
敬
氏
は
、
こ
の
ほ

ど
而
役
所
建
毅
基
金
と
し
て
、
百
万

円
を
寄
付
さ
れ
、
去
る
五
月
政
府
か

ら
紺
綬
褒
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
が

一
こ
の
褒
章
伝
達
が
去
る
七
日
東
京
で

「
青
年
の
船
」
団
員
に

阿
部
さ
ん
内
定

　
中
堅
青
年
の
育
成
を
は
か
乙
た
め

東
南
ア
ジ
ア
を
視
察
す
る
総
理
府
主

催
の
「
青
年
の
船
」
に
県
下
か
ら
五
人

が
内
定
し
て
い
ま
す
が
、
十
日
町
市

か
ら
市
内
本
町
四
、
阿
部
啓
一
さ
ん

（
三
）
が
そ
の
一
人
と
し
て
内
定
し
ま

し
た
。
阿
部
さ
ん
は
、
家
業
の
青
果

物
商
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、
市
の

青
年
学
級
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
現
在

同
自
治
会
会
長
で
、
明
る
く
好
青
年

で
ス
ポ
ー
ッ
マ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

　
事
業
所
統
計
調

　
査
に
ご
協
力
を

叢
醸
綴
一

ぶ
国
の
も
っ
と
も
基
爪
的
な
統
計
調

査
で
、
全
国
す
ぺ
て
の
事
業
所
、
た

と
え
ぱ
、
自
営
の
大
工
、
左
官
、
屋

根
屋
、
工
場
、
商
店
を
は
じ
め
神
社

寺
院
等
あ
ら
ゆ
る
事
業
所
を
も
れ
な

く
調
ぺ
、
事
業
所
の
地
域
的
分
布
や

産
業
別
、
組
織
別
、
従
業
者
規
模
別

な
ど
亭
業
所
の
状
態
を
明
ら
か
に
し

地
万
交
付
税
力
算
定
、
地
域
開
発
計

画
、
都
市
計
画
、
国
民
所
得
、
県
民

所
得
計
算
な
ど
、
行
政
や
経
済
施
策

の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
、
当
市

に
お
い
て
は
、
約
八
十
人
の
調
査
員

の
方
々
が
、
下
旬
か
ら
調
査
票
記
入

の
依
頼
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

駅
前
時
計
塔
な
ど
を
寄
付

　
　
　
　
　
十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
去
る
一
日
市
民
体
育
舘
で
行
な
わ

廃
、
吉
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
多
ブ

皿
の
認
証
式
で
同
ク
ラ
ブ
か
ら
つ
ぎ
の

藷
り
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

一
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
　
寄
付
品
名
　
　
　
　
贈
呈
先

奮
時
塁
基
吉
町
震

休
息
用
ベ
ン
チ
五
台

　
　
　
　
　
　
　
　
老
人
ホ
ー
ム

キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン
ト
一
張

　
　
　
　
　
　
　
　
青
少
年
ホ
ー
ム

オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
＋
日
町
公
民
舘

交
通
安
全
傘
（
二
百
本
）市

内
小
中
学
校

寄
付

市
内
新
座
大
久
保
嘉
一
さ
ん
は
、

交
通
遺
児
世
帯
に
貸
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
十
万
円
ま
で
無
利
子

　
交
通
事
故
の
激
増
に
伴
な
い
、
本

年
度
か
ら
変
通
遺
児
等
更
生
資
金
貸

付
制
度
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
変
通

事
故
が
原
因
で
、
保
護
者
が
死
亡
、

ま
た
は
重
傷
な
ど
を
対
象
に
、
つ
ぎ

の
と
お
り
厚
生
資
金
が
貸
付
け
ら
れ

ま
す
。
該
当
者
の
申
し
込
み
、
そ
の

他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
福
祉

事
務
所
に
葡
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ

働
く
婦
人
の
た
め
の
医
学
展

二
十
八
日
公
民
舘
で

公
顯
翻
蟻
熱
繕
竺
鐸
膿
ゲ
旛
舗
ど
雛

出
機
に
従
畢
し
て
い
る
婦
人
の
た
め
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
N
ぜ

の
医
学
展
が
つ
ぎ
に
よ
り
開
か
れ
ま
い
の
お
い
で
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
き
　
六
月
二
十
八
日
（
土
）
午

　
医
学
展
は
、
成
人
病
、
農
夫
症
、
　
　
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

出
機
症
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
当
と
こ
ろ
十
日
町
公
属
舘

い
。

1
、
貸
付
対
象
者

　
資
金
の
貸
付
対
象
に
な
る
世
帯
は

　
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の

　
で
、
現
に
十
八
才
末
満
の
児
童
が

　
い
る
も
の
と
す
る
。

①
交
通
事
故
が
原
因
で
保
護
看
を
失

　
っ
た
も
の

②
変
通
事
故
が
原
因
で
、
保
護
者
が

　
重
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
、
生
活
に

　
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
の
あ
る
も

　
の

2
、
貸
付
条
件

①
貸
付
額
　
十
万
円
を
限
度
と
す
る

②
貸
付
期
間
　
お
⑯
む
ね
六
ヵ
月
と

　
　
　
　
　
す
る
。

③
利
　
息
貸
付
金
は
無
利
子
と
す

　
　
　
　
　
る
。
担
保
は
な
し
。

　
償
還
方
法
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と

　
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
お
間

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
ど
、
亡
父
の
香
典
返
し
と
し

て
二
十
万
円
を
、
社
会
福
祉
事
務
所

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
本
町
二
、
中
林
二
郎
さ
ん
は

亡
父
の
香
典
返
し
と
し
て
、
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
嘉
業
資
金
に
と
、
三

万
円
を
而
社
会
福
祉
事
務
所
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
．

岡
村
さ
ん
が

一
位
（
一
般
）

　
　
　
　
　
市
民
魚
釣
大
会

“
般
の
部
六
月
八
日

①
岡
村
一
彦
（
本
町
七
）
一
キ
ロ
②
矢

口
敏
治
（
本
町
東
一
）
七
百
六
十
》

③
高
橋
和
行
（
関
芳
）
五
百
五
十
屡

③
村
山
広
作
（
稲
荷
町
三
）
五
百
五

十
膠
⑤
山
田
力
三
（
本
町
五
）
三
百

二
十
蓼
⑤
中
条
直
吉
（
本
酊
一
西
）

三
百
二
十
ゼ
⑦
阿
部
タ
男
（
江
道
）

三
百
膠
⑧
根
津
一
（
稲
荷
町
三
）
二

百
咳子

供
の
部
六
月
八
日

①
高
橋
昭
二
（
十
日
町
小
六
年
）
三

百
＋
ヂ
咳
②
玉
垣
浩
（
新
座
小
六

年
）
二
百
八
十
咳
③
福
原
資
晃
（
新

座
小
六
年
）
二
百
六
十
》
④
関
谷
信

夫
（
十
日
町
小
六
年
）
二
百
三
十
屡

⑤
小
西
正
彦
（
新
座
小
六
年
）
二
百

二
十
咳
⑥
柳
健
一
（
新
座
小
六
年
）

百
八
十
膠
⑦
西
万
洋
一
（
十
日
町
小

三
年
）
百
七
＋
膠
⑧
庭
野
喜
田
（
新

座
小
六
年
）
百
七
＋
屡
⑨
高
欄
明
彦

（
新
座
小
六
年
）
百
六
十
ゼ
⑩
庭
野

文
夫
（
十
日
町
小
六
年
）
百
六
＋
屡

東
北
電
力
が
防

犯
灯
を
寄
贈

　
東
北
電
力
で
は
、
こ
の
ほ
ど
明
る

い
町
づ
く
り
の
た
め
、
防
犯
灯
九
灯

を
十
日
町
市
に
寄
贈
し
、
つ
ぎ
の
地

域
に
設
置
し
ま
し
た
。

本
町
六
丁
目
一
、
三
、
島
、
四
日
町

新
田
第
三
、
高
山
第
二
、
千
代
田
町

水
沢
、
北
原
。

N

十
日
町
市
職
員

募
　
　
集

－
、
募
築
区
分

　
【
乙
職
種
及
び
募
集
人
員

　
　
（
イ
）
一
般
事
務
職
員
（
調
査
対
外
折
衝
等
で
、
女
子
を
あ
て

　
　
　
　
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
事
務
の
補
助
）

　
　
　
　
大
学
卒
　
若
干
名
　
　
高
校
卒
　
若
干
名

　
　
（
ロ
）
消
防
士
　
　
二
名

　
　
（
ハ
）
保
育
所
関
係

　
　
　
　
①
保
母
若
干
名
②
給
食
調
理
員
一
名
③
用
務
員
一
名

　
【
二
】
応
募
資
格

　
　
（
イ
）
一
般
事
務
職
員

　
　
　
　
昭
和
二
十
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
学
校

　
　
　
　
教
育
法
に
よ
る
大
学
ま
た
は
高
等
学
校
卒
業
者
（
昭
和

　
　
　
　
四
十
五
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

　
　
（
ロ
）
消
防
士

　
　
　
①
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
者
ま
た
は
、
同
等

　
　
　
　
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者
で
、
十
八
歳
以
上
二
十
五
才

　
　
　
　
未
満
の
者

　
　
　
②
身
長
一
・
五
八
屑
、
胸
囲
身
長
の
二
分
の
一
以
上
、
体

　
　
　
　
重
五
十
キ
ロ
望
以
上
、
視
力
○
・
穴
以
上
で
色
冒
で
な
い

　
　
　
　
者

　
　
（
ハ
）
保
母

　
　
　
　
保
母
資
格
を
有
す
る
者
で
三
十
五
才
未
満
の
者

　
　
（
二
）
給
食
調
理
員

　
　
　
　
年
齢
三
十
五
才
未
満
の
女
子
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

　
　
（
ホ
）
用
務
員

　
　
　
　
年
令
四
十
五
才
未
満
の
男
子
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

2
、
試
験
万
法

　
【
二
第
一
次
試
験
　
昭
和
四
十
四
年
七
月
二
十
日
（
日
）

　
　
筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会
、
作
文
）

　
【
二
】
第
二
次
試
験
昭
和
四
十
四
年
七
月
下
旬
第
一
次
試
験
合
格

　
　
者
に
対
し
口
述
試
験
並
び
に
身
体
検
査
を
行
な
い
ま
す
。

3
、
申
込
万
法

　
受
験
印
込
書
（
市
長
公
室
に
あ
り
ま
す
）
、
成
績
証
明
書
な
ど
を

　
添
え
て
、
市
長
公
璽
ま
た
は
十
日
町
職
業
安
定
所
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

4
、
受
付
期
間

　
昭
和
四
十
四
年
六
月
二
十
日
か
ら
同
年
七
月
五
日
ま
で

　
な
お
採
用
期
間
は
、
一
般
箏
務
職
員
昭
和
四
十
五
年
四
月

　
消
防
職
員
　
昭
和
四
十
四
年
八
月

　
保
育
所
関
係
　
昭
和
四
十
四
年
九
月
（
給
食
調
理
員
、
用
務
員
は

　
川
治
保
育
所
勤
務
と
な
り
ま
す
）

　
　
料
　
理
　
教
　
室

と
　
き
　
六
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
「
果
実
酒
の
作
り
方
」

　
　
十
日
町
婦
人
学
級
の
開
級
式

と
　
き
　
六
月
二
十
六
日
（
木
ノ
午
後
一
時
三
十
分

　
　
　
　
　
か
ら

’
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警
報
器
の
設
置
を
計
画

地
す
べ
り
危
険
地
域
を
検
討

　
地
す
べ
り
危
険
管
所
の
現
状
把
握
用
指
定
地
域
、
二
十
一
ヵ
所
千
八

の
た
め
、
市
で
は
去
月
十
五
、
十
六
十
三
診
に
わ
た
る
危
険
箇
所
を
点
検

日
、
土
木
事
務
所
、
魚
沼
林
業
亭
務
調
査
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
り

所
恋
ど
、
関
係
機
関
と
合
同
で
塩
野
。
①
地
す
ぺ
り
指
定
地
域
の
台
帳
整
備

な
ど
、
市
内
の
地
す
べ
り
防
止
法
適
②
学
校
、
人
家
の
危
険
防
止
の
た
め

の
警
報
器
の
設
置
③
異
状
を
認
め
、

あ
る
い
は
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
、
地
元
と
市
の
連
絡
な
制

の
確
立
④
学
校
関
係
の
特
別
調
査
の

実
施
な
ど
、
当
面
の
必
要
措
置
を
決

め
、
防
災
体
制
の
強
化
に
つ
と
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
こ
の
ほ
か
去

月
三
十
日
に
も
引
続
き
、
第
二
次
調

査
と
し
て
、
学
校
施
設
特
別
調
査
を

実
施
し
た
結
果
、
第
一
次
調
査
に
よ

る
危
険
地
域
に
含
ま
れ
て
い
る
、
五

ヵ
校
の
ほ
か
、
真
田
、
名
ヵ
山
小
学

校
の
二
ヵ
校
を
追
加
調
査
し
た
一
方

人
家
の
あ
る
地
域
と
し
て
、
鉢
と
名

ヵ
山
も
追
加
調
査
し
ま
し
た
。

　
な
お
今
回
の
調
査
で
地
す
ぺ
り
危

険
箇
所
に
対
し
て
警
報
器
の
設
置
を

現
崔
市
長
公
窒
で
検
討
し
計
画
準
備

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

【
写
真
は
慶
地
地
内
の
調
査
状
況
】

も
れ
な
く
受
診

し
ま
し
ょ
一
，

　
市
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
度
結
核

”
健
康
診
断
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
）
及
び
ツ
ペ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

を
別
表
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
該
当
者
は
も
れ
な
く
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
該

　
当
者

　
市
内
に
在
住
す
る
十
五
才
以
上

　
（
中
学
卒
業
）
の
者
全
員
（
た
だ

　
し
各
事
業
所
で
実
施
す
る
も
の
は

　
除
く
）

※
胸
部
レ
ン
ト
グ
ン
撮
影
を
受
け
る

　
方
は
、
ボ
タ
ン
、
ホ
ッ
ク
そ
の
他

　
装
飾
品
の
無
い
下
藩
な
ら
着
用
の

　
ま
ま
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
受

　
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
該
当

　
者

　
市
内
に
在
住
す
る
三
十
才
未
満
の

　
者
全
員
（
た
だ
し
、
各
事
業
所
で

　
実
施
す
る
者
は
除
く
。

◎
B
C
G
接
種
該
当
者

　
ッ
ペ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
結
果

　
疑
陽
性
、
陰
性
の
者
。

　
今
回
は
。
昭
和
四

十
三
年
度
下
半
期
の

業
務
状
況
と
昭
和
四

十
四
年
度
の
水
道
事

業
予
算
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
本
年
度
下
半
期
に

お
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
増
大
し
つ
っ

あ
る
水
道
の
需
要
に

円
滑
な
給
水
を
は
か

る
た
め
、
第
二
期
拡

張
工
事
の
推
進
に
努

め
ま
し
た
。

　
第
三
水
源
地
の
電

気
設
備
と
第
二
配
水

池
よ
り
配
水
管
五
千

七
百
四
十
一
麿
の
布
設
を
完
工
し
、

給
水
不
足
の
解
消
と
と
も
に
建
設
資

金
の
一
部
を
料
金
収
入
と
し
て
回
収

が
は
か
ら
れ
企
業
運
営
に
万
全
を
期

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
実
質
需
要
家
戸
数

は
期
末
現
在
で
五
千
二
百
七
十
二
戸

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
日
平
均
配

水
量
は
七
千
八
百
八
十
八
立
方
麿
を

記
録
し
ま
す
ま
す
上
昇
を
示
し
で
い

ま
す
。
有
収
水
量
は
、
前
年
同
期
に

比
ぺ
十
一
・
六
％
増
の
八
十
六
万
六

千
立
万
騎
と
な
り
給
水
収
益
二
百
七

十
七
万
九
千
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
扇
業
費
用
に
つ
き
ま
し

て
は
極
力
節
減
に
努
め
た
結
果
、
下

町　　　名
間　　接　　撮　　影

実施場所 備考月　日 時　　　間
水沢中学校生徒

6月26日

（木）

1午前9・30～ 水沢中学校

結
核
予
防
協
・
会
レ
ン
ト
ゲ
ソ
車

伊　達L2．3．4
一ヒ　市1．2．3．4 午后1・．30～3．OO 水沢出張所

水沢小学校生徒 午前9。30一 水沢小学校

太田島L2．3
新　宮1．2細尾
天池，池之尻，南雲

6月27日
（金） 午后130～3．00 水沢出張所

山本1．2．3．4．5

千歳町1’略寿町L
2・3・4河内町、川治

下町1．2．3　　　

』

6月28日
（土）

午前9．30～ll．OO

｝　　　　　

午后1。30～300

川治小学校
中町、内後、谷内1
丑、上町、域之古i
L2、北新田・関楓
1．2、浅之平、

中　条　　南之沢
7月旧
（火）

午前10、CO～10．30 市之沢作業所
保
健
所
可
搬
式

池　谷　　入　山 午后1・30－2。し0
池谷分校池谷分校生徒 〃　2’00

三ツ山　　高　場

｝

7月2日
（水）

午前10。00’一10。30
三ッ山分校三ッ山分校生徒 〃　1030戸》

軽　沢　　美女木 午后　130一一2．00
軽沢分校軽沢分校生徒 〃　　2．OO

（十日町地区、中条、新座地区、吉田川治六箇地区）

赤倉

7月3日
（木）

午前10。00～10．30
赤倉分校

十
日
町
保
健
所
可
搬
式

赤倉分校生徒 〃　10．30～
大池、菅沼、 午后　1．30－2．OO

大池小学校大池小学校生徒 〃　　2．00一｝

新座小学校牛徒
7月4日

（金）

午前10。00～
新座小学校新座ト2。3，4

本町7－17－2
午后　L30～3．00

鐙島小学校生徒
7月22日

（火）

午后　2．00～ 鐙島小学校
高島 午前10．00一げn．00 高島作業所
針　中手 午前　9．30～1030

真田小学校真田小学校生徒
7月23日

（水）

〃　　IO．30～

名ケ山小学校生徒 午后　2。00～
〃　　2．30～3．30 名ケ山小学校

名ケ山　中手
笹之沢、落之水
池之平、孕石，長里
控木、稲子平

7月24日

（木）

午前9，30～1030
八箇小学校

八箇小学校生徒 〃　10，30’｝

ニッ屋　船坂 午后　L30－2・00 ニツ屋公民舘

中条中学校生徒
17月25日
　（金）

午前　9．30～
中条中学校太子堂、塚田，八幡

ヒ原、L町、旭剃 午后　1・30’｝3．00

半
期
決
算
で
は
三
百
五
十
一
万
二
千

円
の
純
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
つ
ぎ
に
四
十
四
年
度
の
重
点
的
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
継
続
事
業
で

43年度給水業務量の状況
　突昭和43年10月1日よ1）昭和44年3月31日まで

企業債の状況
（昭和44年3月31日現在）

間接撮影日程表
（水沢地区・川治地区・中条地区・十日町地区）

43年度水道事業資金収支表
（昭和43年10月1日より昭和44年3月31日まで

借　入　先 下半期前残高 借入高 償還金 下半期末残高
区 分 43年度下半期 42年度下半期 増（△）減 比　率

科　　　目 金　額 科 目 金額 給水戸数（戸）
（168〉 〔209） 曳△41）

大蔵省
資金運用部

143，829，301円 20，000，000円 1，523，762円 162，305，536円
5，272 4，883 389 108．0

受　入　資　金 円 支　払　資　金 円 給水人口　（人） （795）

24，936
11、003）
23，111

（△208）
1，825 108．0

（1）事業収益 30，425，404 （1）事業費用 21，005，601
”　（前借） 10，000，000 0 10，000，000 0 配 総 量伸） 1，435，790　1，303，118

　　十
1・32，672 110．2

（2）企　業 債　37，000，000 （2）前年度末払金 0
公営企業
金融　公庫

39，538，461 17，000，000 923，075 55，615，386
水 一日最大（皿）、L＿塾57と上

彰

10，190 1，381 113．6

（3）一時借入金 0 （3）建設改良費 26，313，426 計 193，367，762 37，000，0CO 12，446，840 217，920，922

量 ・州三均（刷 7，888　1 7，160 728 110．2

有収水量匝り 8舗 776，493 90，391 111．6
（4）出　資 金　1，323，100 （4）企業債償還金 2，446，840

有収率（％）
（5）短期貸付金 O （5）貯　蔵 品 79，770 43年度下半期水道事業損益計算書 59．6 0．8 101．3

（6）前　受 金 7，530 （6｝長期貸付金 5，000，000
（昭和43年10月1日より昭和44年3月31日まて） 43年度水道事業貸借対照表

（7）前年度末収金 5，880 （7）前　受 金 450
費 用 収 益

（昭和44年3月31日現在）

（8）前期繰越金 18，583，781 （8）前払費用 2，660
科 目 金　　額 科 目 金 額 資 産 負債及資本

1．営業費用 20，849，824円 1．営業収益 29，120，115円 一
目 金 額 科 目 金 額 設管建一

　　　■（9）一時借入金 10，000，000
科

工約設玉
2．営業外費用 6，090，070 2．営業外収益

1，332，348

計 87，345，695

計 64，848，747
1．固定資産 279，406，939円 1．固定負債 2，434，241円 事一一及フ

3．下半期純利益 3，512，569 2。流動資産 25，348，251 3．資　本　金 286，278，748
、万び電

差　引　残　高 22，496，948 ポ麿送一
計 30，452，463 計 30，452，463 3，繰延勘定 373，000　！ 2．流動負債

｝　　一　一
267・589ブ布水0ンの配ま

資本的収入及び支出 収益的収入及び支出
計 305，128，190 4．剰余金 16，147，612

一計 305，128，190 をの

匿業務の予定量

44年度水道事業会計予算
い拡土

支 出 収 入 支 出 収 入
た張
し事
ま業一

第1款
資本的支出

　千円
137，450

第1款
資本的収入 112，444

千円 第1款
水道事業費用 53，019

千円　　第1款
水道事業収益 57，461

千円 すの

第1項
建設改良費 132，405

第1項
企 業　　債 110，000

第1項
営業　費　用 37，362

第1項
営業収益 55，640

1
｝

（1）給　　水　　戸　　数i
I
（ 2）年間総給水量1（3）一日平均給水量

　6，020戸
1，862，594㎡

「

i

●増強に

第2項
企業債償還金 5，045 資　　金 2，100

第2項
営業外費用 15，557

第2項
営業外収益 1，821

5，IO3㎡ 1 一
層

第3項
工事負担金 344

第3項
予 備　　費 100

（4）主要な建設改良事業

　第2期拡張工事事業費 124，64g千円

「 の
努
力

あ
る
第
二
期
拡
張
事
業
（
最
終
年

度
）
で
そ
の
事
業
費
一
億
二
千
四
百

六
十
四
万
六
千
円
で
す
。
。

　
こ
の
お
も
な
も
の
は
、
第
四
水
源

井
の
確
保
と
、
第
三
配
水
池
容
量
九

　
　
　
　
　
　
百
立
方
塑
基
の

　
　
　
　
　
　
建
設
及
び
送
配
水

　
　
　
　
　
　
管
約
一
万
麿
の
布

　
　
　
　
　
　
設
工
事
、
ポ
ン
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
フ
　
む
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
9
、
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

43年度水道事業貸借対照表
　　　（日召手ll44年モ3月31日現右i）

43年度下半期水道事業損益計算書
　（昭和43年10月1日より昭和44年3月31日まて）

設
備
、
電
気
設
備
、
計
装
設
備
（
前

年
度
継
続
）
工
亭
等
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
に
本
市
産
業
の
拡
大

と
市
民
生
活
の
向
上
に
よ
る
使
用
量

の
増
大
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ

の
拡
張
事
業
の
増
強
に
一
層
の
努
力

を
い
た
し
ま
す
．

収益的収入及び支出資本的収入及び支出

水道事業会計予算　　　44年度

匿業務の予定量

6・020戸
862，594配3

　　5，IO3鋭31

費124，649千円

数
量
量
業
業

水
跡
轟

炉
繍
雛

給
黙
欄

D
鋤
の
の

（
　
（
　
（
　
〆
曳

笹めぐさ
な
が
ら
河

内
谷
の
要
害

　
魚
沼
中
条
駅
の
東
万
に
、
い
た

だ
き
に
大
松
の
し
げ
る
、
ひ
と
き

わ
高
い
峰
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

　
標
高
三
百
二
十
麿
、
三
角
錐
形

の
こ
の
山
が
、
通
称
中
条
の
城
山

と
よ
ぱ
れ
る
大
井
田
城
跡
で
す
。

　
今
か
ら
七
百
余
年
の
む
か
し
、

上
州
（
群
馬
県
）
の
豪
族
、
新
田

氏
の
一
族
が
こ
の
地
万
に
土
着
し

新
し
い
支
配
者
に
な
り
ま
し
た
。

羽
川
、
鳥
山
、
田
中
、
里
見
な
ど

一
族
の
中
心
に
な
っ
た
の
が
大
井

田
氏
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
井
田
氏
と
い
う
の
は
、
新
田

の
支
族
、
里
見
義
俊
の
孫
、
大
島

義
継
が
、
上
野
国
（
群
馬
県
）
新

田
荘
大
島
郷
か
ら
こ
の
地
へ
う
つ

り
、
大
井
田
郷
へ
す
み
つ
い
た
の

で
、
大
井
田
姓
を
と
な
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
大
井
田
城
の
城
主
大
井
田
経
隆

ら
妻
有
圧
の
新
田
一
族
は
、
元
弘

三
年
（
一
三
三
二
年
）
の
新
田
義

貞
挙
兵
の
と
き
は
大
挙
し
て
こ
れ

に
従
い
、
鎌
倉
攻
め
に
加
わ
っ
て

戦
効
を
あ
げ
、
延
元
元
年
（
一
三

三
六
）
湊
川
の
合
戦
に
さ
き
だ
つ

備
中
福
山
城
で
足
剰
直
義
の
大
軍

を
迎
え
撃
っ
て
、
越
後
勢
の
武
名

を
た
か
め
た
の
は
大
井
田
氏
経
ら

の
妻
有
の
一
族
で
す
。

　
大
井
田
氏
の
本
拠
、
大
井
田
城

は
、
頂
£
を
か
な
め
と
し
て
西
へ

ひ
ろ
が
り
な
が
ら
、
な
だ
ら
か
に

傾
斜
す
る
扇
状
の
地
形
に
し
た
が

っ
て
、
大
小
八
つ
の
塁
段
を
階
段

状
に
き
づ
い
て
大
手
の
そ
な
え

と
し
、
頂
上
に
は
、
東
西
約
十
五

層
、
南
北
二
十
四
屑
の
本
丸
を
も

う
け
て
い
ま
す
．

　
本
丸
の
東
万
の
尾
根
に
は
二
本

の
深
い
空
壕
で
後
か
ら
の
敵
の
侵

入
を
さ
え
ぎ
り
、
北
側
に
も
土
塁

を
き
づ
《
な
ど
、
大
井
田
氏
の
本

城
に
ふ
さ
わ
し
い
堅
固
な
防
備
を

か
た
め
て
い
ま
す
。

平
城
、
魚
田
川
城
、
柴
倉
砦
な
ど

を
め
ぐ
ら
し
、
山
麓
の
段
丘
端
に

は
尾
崎
舘
、
高
橋
舘
、
坪
野
舘
、

狐
城
、
廿
日
城
な
ど
俗
に
大
井
田

十
八
城
と
よ
ぱ
れ
る
多
く
の
支
城

を
要
所
に
置
き
、
こ
れ
ら
と
密
接

な
連
絡
を
と
り
な
が
ら
そ
の
機
能

を
発
揮
す
る
、
い
わ
ゆ
る
散
点
式

連
城
の
主
城
で
あ
り
、
楠
正
成
が

元
弘
の
戦
い
に
幕
府
の
大
軍
を
な

や
ま
し
た
河
内
谷
の
楠
十
八
城
に

も
劣
ら
な
い
要
害
ぶ
り
だ
と
い
わ大井田城

大
井
田
城
（
中
条
）
③

　
　
　
　
　
鎌
倉
攻
め
に
戦
効

　
こ
の
城
の
特
色
は
、
こ
れ
一
つ

が
孤
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

こ
＼
を
中
心
に
左
右
と
後
万
に
、

新
座
城
、
峰
の
薬
師
城
、
陣
ガ
轟

砦
、
大
峰
砦
、
花
水
砦
、
原
山
城

れ
て
い
ま
す
。

　
い
た
マ
き
に
登
る
と
、
眼
下
を

ゆ
る
や
か
に
蛇
行
し
て
流
れ
る
信

濃
川
を
は
さ
ん
で
、
対
岸
の
節
黒

城
や
、
伊
勢
平
治
城
、
手
手
城
を

の
ぞ
み
、
遠
く
津
南
町
の
赤
沢
城

や
今
井
城
ま
で
一
ぽ
う
の
う
ち
に

見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
す
ぱ
ら
し

い
眺
め
を
も
っ
て
い
ま
す
。

王
事
を
し
の

ぶ
松
風
の
幽
目

　
本
丸
跡
に
は
、
新
田
氏
の
一
族

で
南
朝
の
た
め
に
つ
く
し
た
大
井

田
経
隆
、
氏
経
父
子
を
は
じ
め
、

羽
川
刑
部
少
輔
、
中
条
越
前
守
ら

の
忠
魂
碑
が
建
っ
て
お
り
、
か
た

わ
ら
の
大
井
田
氏
の
手
植
え
と
伝

え
ら
れ
る
老
松
の
梢
を
た
わ
た
る

松
風
の
音
が
、
王
事
に
つ
く
し
た

一
族
の
霊
を
弔
う
か
の
よ
う
に

む
か
し
を
し
の
ぱ
せ
て
い
ま
す
。

（
市
商
工
課
長

　
　
　
　
　
　
佐
野
良
士
・
）
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